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卒業生を送るにあた って
一"た て"か ら"よ こ"へ 一

旭川医科人報 久 保 良 彦

旭川の春は雪解 けを兆 しにや って参 りますが、そ

れは また恒例の学位記授与式が間近な ことを知 らせ

てくれます。

この春めでた く医学士 ・看護学士の学位 を取得 さ

れる医学科24期 生97名 ならび に看護学十67名 のみな

さんの感慨 はいかばか りで しょう。前途 の希望 に胸

を膨 らませ、はち切れんばか りと推察いた します。

学部生活 を終え られ るみなさんに心か らお祝 いを申

し上げます。

送 り出す側 も、 手塩 にかけたわが 了が世に出る時

のように、 これか ら受ける世間の評価に大 きな期待

を寄せなが ら、内 々別離の淡 い感傷に浸 る時で もあ

ります。

医学科に置いて6年 、看護学科では4年 の長い間、

卒業生のみなさんはそれぞれ学業にいそ しみ、また、

課外の活動で学生生活 をエ ンジ ョイされた ことと思

います。これまで送 られた学生生活の流れのひとす じ、

ひと筋は絢い交ぜ合され、これか らの長い人生で直接 ・

間接にみ なさんの心 の支 えとな り、 力強 い励 ましに

なることと思 います。

さて、新しい世紀に入ってお りますが、わが国では、

国内のさまざまな分野の構造改 革が叫ばれている こ

とは衆知のところです。身近な ところで起 きている

国立大学の改革や統合 ・再編の問題 も、わが国にお

ける国立大学の相互不可侵的講座制"た て"型 構造

あるいは高く厚い壁に仕切られた事務部門の"た て"

型 システムが、 「知 の時代」 といわれる21世 紀の人

材育成や研究の推進 に相応 し くない ことに国が気付

いたために生 じているのです。

医学 ・医療 についてみます と、21世 紀は爆発的 と

もいえる医学の進歩 と疾病構造の変化 が特徴 となる

といわれて います。例えば、ゲ ノム医学 の発展は患

者の体の個人差を明 らかに して、それぞれ に適 した

疾患の予防、診断あるいは治療 をお こな うオーダー

メー ドの医療(個 の医療)と いう夢の実現 さえ現実

味を帯びさせるものです。また、臓器移植、生殖医療、

遺伝子診 断:遺 伝 子治療、再 生医療あるいはサイバ

ネテ ィクスな ど、 これか らの発展が期待 される高度

先進医療の分野は少なくあ りません。

ここにおいて、 このよ うな高度先進医療が医療 の

現場 に持 ち込 まれる場合、常 にそれまでの規範では

律 し切れな い生命倫理の新 しい問題がかかわってく

る ことに留意 しなければな りません。それは21世 紀

の医学研究、医療技術が、 これ までの時代の枠を超

えた新 しい医の倫理 に立脚 してお こなわれ るもので

なければな らないことを意味 します。 これか らみな

さんは、ひ とり一人がそれに応え る環境整備を担 っ

てゆかなければな らないことにな ります。

当然、そ こでは一般医療にお けると同様 に患者主

体の医療が重視 されなければならず、インフォーム ド・

コンセ ン トと個 人情報の保護および情報 による差別

の禁 止が基本原則 とな ります。 いいかえます と、か

つて医学 ・医療 の世界で普遍的であったパターナ リ

ズム(父 権主義)と いう医師 と患者の関係一"た て"

の関係ではな く、明確 に患 者の権利を認め、患者と

ともにそ の病 と闘うという"よ こ"の 関係 に変換 さ

れ ることがその基本になるということです。この"た

て"か ら"よ こ"へ の変換 が必要なのは医師 と患者

の関係ばか りではあ りません。医療技術者、事務職、

その他みな さんがこれか ら関係 を持たれ るすべての

職種 の人々の間に当て嵌まることは申す まで もあ り

ません。

このように従来、権威(authQrity)や 管理(control)

という"た て"の 関係が基軸とな って動か されてき

た世の中の さまざまな仕組みが、 これか らはパー ト

ナー シップ(partllership)、 共同(collaboration)

あるいは協力(cooperation)と いった"よ こ"の 繋

が りが 主体 となって動 いてゆ く世の中にな る、ある

いはそ ういう世の中にな らなければな らな いといえ

ます。 もちろん、そ こでは組織 に埋 もれ る個人では

な く、 しっか りN立 した個 人として助け合 うパー ト

ナーシップ、共 同あるいは協力であ り、それによ り

動 かされ る組織 でなければ な りません。従 って、み

なさんひ とり、一 人の 力が"よ こ"社 会 の基本単位

としてます ます大切にな ります。

生涯学習 とい う長い道を歩むに耐える健康が最 も

大 切な ことはい うまで もあ りません。健康管理に留

意 され、患者か ら"学 ぶ"と いう医学の基本を忘れ

ず に今後の研鎖を積まれることを願ってやみません。
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第24期 生 を送 る に当た って

医学科第24期 生のみなさん、卒業おめでとうご

ざいます。2年 の間、学年担当として皆さんの人

学生活 と私生活の一部を共有した仲間として、お

祝いの言葉を述べさせていただきます。

6年 間という長 い学生生活 を終えて、国家試験

に合格 した時点で皆さんはプロです。卒業 ・国家

試験はアマとプロの分かれ目であると言えましょう。

プロを見つめる世間の目は厳しいものがあると思

いますし、皆さんもこれからは当然プロとしての

厳しい目を養って行かなくてはいけないと思います。

そ してこれか ら皆さんがいかなる道に進もうと、

全員が立派なプロの医療人になってくれることを

信じています。

さて、医師過剰の時代と言われ始めてか ら久し

い気がします。勿論医師の数が急速に増えている

ことは事実です。 しか し、患者にとっての 「真の

優秀な医者」が増加 しているかどうかははなはだ

疑問です。確かに、医療は年々進歩 し、国際化、

高度化は進んでいます。先進医療を行わないと世

の中から相手にされない時代になっていることは

疑いがあ りません。 しか し悲しいことに医学の進

歩 とは反比例 して、患者の気持ちになって患者の

ための真の医療を行う機会や真の医療を行ってい

る医師のパーセ ンテージは明 らかに減ってきてい

る気がします。皆 さんの在学中に、私 を含めた多

くの教官が多くの科学的、学問的な知識を皆さん

に与えることが川来たことは間違いないと思います。

しかし我々の力不足のせいもあって、患者の気持

ちになって患者のための真の医療を行うことを教

えることが出来たかどうかははなはだ疑問です。

ある意味でそれ らは、上から教えると(あ るいは

教える事が出来ること)で はないかもしれません。

もしそうだとしたら、解決法は今後の皆さんの心(患

者に対する感受性)次 第 と言って良いで しょう。

これから一生の間、知識のみか らは得ることの出

来ない 「何か」を求めて、心の研鐙 をしてほしい

と熱望します。

医学科第6学年担当 松 野 丈 夫

これか ら社会に巣 、/.っていく皆さんに必要 とさ

れるのは、まず、医学のあらゆる分野における(基

礎であれ、臨床であれ)十 分な知識を得る こと、

そしてその知識におぼれることなく、十分な経験

を積む ことです。知識をおざなりにした経験、経

験 をおざな りにした知識は医学 ・医療の分野では

全く意味がないことを肝に銘じてほしいと思います。

これか らの時代は、基礎研究と臨床研究が平行線

をたどって独白に進歩するのではなく、複雑 に絡

み合いながら進歩する時代です。皆さんも、 「私

は基礎」 「私は臨床」などと頭の中で一線を引く

ことな く、皆さんの頭の中で双方を複雑 に絡み合

わせることによってより良い医療人になって下さい。

最後にケネデ ィー大統領の演説か ら抜粋した私

の好きな文章を皆さんに贈 ります。演説の中の 「平

和」 を医療あるいは医学に置き換えて読んでみて

下さい。

「我 々の求め る平和 とは?そ れ は真 の平和、 生

き ることに価値 を与え る平和 、一時 でな く永遠 に

続 く平和 です。 人間が もた らした 問題は 人間が解

決 で きるはず。我 々は究極 に同 じ輪でつ なが って

い るので す。誰 もが この地球 に住 み、 同 じ空気 を

吸い、 こどもの未来を思いや り、命を終えるのです」

(JohnF.Kennedy)

常に本学出身であることを誇 りに思い、皆さん

が仮に他大学、他施設に行ったとしても周囲の人々

と大きな信頼関係を築ける医療人になって下さい。

そして6年 間を共 に過ごした旭川医大のこと、友

のこと、先輩のこと、後輩のこと、そ して教官の

ことをどうぞ忘れないで ドさい。 中でも同期生は

特 に人事に して下さい。卒後何十年経っても同期

生とは良いものです。皆さんの将来に明るい虹が

かかっていることを信 じています。

(整形外科学講座 教授)
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第3期 生 に贈 る ことば

看 護 学 科第4学{1.担 当 北 村 久美子

第3期 生の皆 さん、 卒業おめで とうございます,,

美 しい1`1然に囲 まオ!たこの 大学で学 び、 多くの 人

と出会い、視野 を広 め、豊 かな 人間性 を育 まれ た

ことと思い ます、,

学 年担L/]1として、私は皆 さんの在学 中あ るで き

ごとを き一)かけに、 看護の 仕 事にとって大 切な こ

とは、相rの 身 分、職 業を問わず常 に公'Fな 態 度

で思 いや りと慈 しみ を持 って 関わ る ことです、 決

して 高慢 にな らず 謙虚 であ ってほ しい、 人間的 に

大きく成 長 して ほ しいと皆 さんの良識 に訴えた こ

とがあ ります、,その後、 皆 さん の仲間 に対 す る温

か い思 いや りに触 れ、すば ら しい看護職 に成 長す

る ことを確 信 しま した。 一…方で、 学年R.'.iの 職 責

の 申:さを身 をもって体験 し、私 白身がそ の職務 を

ト分に 果た しきれ たのか どうか、 未だ に不安 を拭

いざれな いでお ります。

'ill
、 看護 界で は1人 々が抱 いて いる看護へ の

思いを受けiヒめ ること11地 域の 人に見える看護」

が求 め られてお り、保健 ・医療 ・福祉サー ビス提

供のあり方は、 劇111職1こ体0)時 代か ら 「患 者iこ導型1

に変わ りつつあ ります。 そ もそ も看 護 とは 「そ の

人がその 尺な りに牛 きてゆ こうとす ること1を 援

助す る ことでもあ りますnNIIK解 説委 員の村 田幸

f'-lt;は、 ある講演の 中でアナ ウ ンサー も看護 職 も

対 人関係 の仕 事で、 言葉の持つ 大きさを意 識 して

関わ る ことが必 要で ある ことを強 調 して い ます。

そ して、 白分 とは違 う 「相 手の世 界」 をどれだ け

見とおす ことがで きるか が課題で あ り、 支援 す る

人と され る 人が、 して あげ る、 して もらうの ヒ ド

関係 になって いないか を常 に意識 してほ しい と訴

えて います。相 手(患 者)と 対等 な関係 を結 べる

か ど うかは、 皆 さんに とって も重要 な課題 である

と思われ ます.

看護職 は世間か ら信頼 され てい る職 業であ り、

いつの時代も若い人にとって1将 来就きたい職 業1

のL位 を占め、 ア メリカの 調査結 果で も信頼で き

る職 業の トップ に挙げ られ てい ます、,現在、道内

で は看護職 が過剰 になる傾 向にあ り極 めて厳 しい

現状 を実感 してお ります.皆 さんは実 力を持 って

就職 の場 を見出 しま したが、 仕 曳を取 り巻く環境

は 益 々厳 しい状況 になる もの と 予想 され ます,,)r;

礎 つ く1)の この大学 を誇 りと して、納 得の いく仕

串を し、後 輩のため に も新た な道 を 切 り開 いて く

だ さる ことを期待 してお ります、,人間 の優 しさと

生命を慈 しむ 碗い使 命を 果たす ことが、 看護職の

務め であ ると思 います。 常 に、 看護の 本質 を見失

う ことな く、 時 には原点 に戻 り、 豊かな感性 と確

かな 知識 と技 術 をもち 看護専門職 と して 、【1.派に成

長 され ますよ うに、心 か ら祈念 してやみ ません、,

終 わ りに、 私の好 さな高村光 太郎の詩 を皆 さん

への饅 として捧 げたい と思 います、,

道程

僕の前に道 はない

僕の後ろに道 はできる

ああ、 白然よ

父よ

僕を ・人、1'1ちにさせた廣 大な 父よ

僕か ら目を離 さな いで守 ることをせ よ

常 に父の気醜 を僕 に充たせよ

この遠 い道程 のため

この遠 い道程 のため

(地」或保健 看護学 教授)

1



卒業を迎えるにあたって

医学科第24期卒業生 児 玉 知 之

早いもので、

この場 をお借 りして この6年 間 を振 り返 ってみた

いと思 います。

1、2年 生の頃は、なん とな く過ご して しまった

感があ りました。大学生活や部活 に慣 れた りす るの

に忙 しか った というの もあった のですが、特 に学業

面であま り目的意識がな く、 あの頃はテス ト前の帳

尻あわせが多かった気が します。 もう少 し言 うとあ

まり医学部に入った とい う自覚がなかったのか もし

れ ませ ん。 しか し3年 生になって、解 剖学実習 を始

め とした、いかにも医学部的な カ リキ ュラム をこな

入学するまでは他の学部よりも

2年 長い医学部はさぞ長く、かつ

ゆった りとすごせるに違 いないと

思っていた学生生活も、 もう残す

ところ国家試験 と卒業式を残すの

みとな り、本当に月日が経つのは

とても感慨深 く思われます。

していくとだんだん楽 しくな り、 医学部 に入 って良

か ったな と思 い始めま した。 この頃には部活 も楽 し

くなって きたのを覚 えてい ます。私 は合唱部 に在籍

していました。 合唱部 の主な活動は年2回 、附属病

院 のロビーにて患 者さん に聞 いていただ くための コ

ンサー トを開 くというものなのですが、私たちのお

世辞 にもうまい とは言 えな い合唱に もきちん と耳 を

傾 けて くだ さり、場合 によ っては感謝の言葉 をかけ

て くれた り、涙を流 して喜んで くださる患者 さんの

様子 を見て、なん とな くや っている、か ら、よ り能

動的 に取 り組めるようにな り、4年 生の時 には図 ら

ず も部長を務め ました。

そ の当時は大変で したが、今に して思 えば6年 間

で一番の思 い出になって います。

その他 にも、4年 生か ら始 まった臨床講義 とそれ

に付随す る辛かった進級試験や、 今後医師 を続けて

い く トで 大変良い経験 とな った臨床実習な どいろい

ろなことが思い川され ますが、それ ら 一つ一つを思

い出すにつけ、6年 間、同級生や諸先生方、家族等、

様 々な方 々に支え られて この卒業 に至っている事が

改 めて感 じられ感謝の念に堪 えません。6年 間本当

にあ りが とうございました。

[================_ ===二 二二=======コ

卒業にあたって

`

医学科第24期卒業生 上 田 泰 久

卒業試験 も終わ り、無事に新年

を迎え、残すは国家試験のみとな

りました。長いようであっという

問に過ぎて しまった学生生活を思

い出すとともに、あとひと月に迫

った国試への不安 と共に暮 らす毎

口です。

思えば、入学式の数 日前に旭川の下宿 に着いた

瞬間からスキー部の勧誘 を受け、それ以来部活中

心に夢中になって6年 間を駆け抜けた気がします(挫

折 しそ うになったこともあったのですが)。 毎 日

練習に明け暮れ、東医体 に行 く資金を稼 ぐために

バイ トをし続けた 日々で した。 自由に遊ぶ時間や

存分に勉強する時間は減って しまいましたが、そ

れ以上に自分 白身の精神的未熟さや弱さ、逆に可

能性など教室では学べないことをた くさん教えて

もらったような気がします。

なぜ僕は大学で、 しか も医学部でこんなにも部

活動をがんばったのだろうか。周りの人からは時々

大学まできてそんなに運動することはないとか、

大学は運動するところではない、などと言われた

こともあ りました。たしかにそうだ、と思う反面、

これが人牛で最後のスポーツにはまれるチ ャンス

だ という考えのほうが強かったように思います。

さらには、ポリクリ巾に会うOBの 方々の姿や話か

らそんな大学生活は間違 いじゃないと確信できま

した。それに、やっぱ り医者には体力が必要だし。

ともか く、6年 間の活動を通 して、学外のいろい

ろな人と知 り合い、影響を受け、入学当初の自分

を思い出すと成長することができたのではないか

と思えてきます。

最後に、今の自分があるのはそんな生活の中で

出会った友人、先輩、後輩、先生方をは じめ皆さ

んのおかげです。そ してなによ りも、こんなにわ

が まま放題に大学生活を送 らせて くれた両親に感

謝 したいと思います。

ありが とうございました。

1
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卒業にあた5そ 一 一1

医学科第24期卒業生 山 岸 恵 理 子

に と っ て の"初 め て の 旭 川"に 来 ま した,,

ま れ 育 一った 私 に と 一)て、

て い る こ と は 大 変 な 驚 き で し た 。 そ ん な 光 景 に 感 動

す る と 同 時 に 、 合 格 へ の 喜 び や こオ1か ら の 旭 川 で の

1・rf.生活 に 胸 を は ず ま せ て い た こ と を 、 今 、 懐 か し

く思 い 出 し て い ま す1、 そ し て 、fi年 間 が あ っ と い う

間 だ っ た と も 感 じ て い ま す 。

.,
r.,.活 で は 、 医 学 の 勉 強 は も ち ろ ん 、 さ ま ざ ま

な 面 で 多 く の も の を 得 る こ と が で き ま した 、,

北 海 道 の 冬 は 厳 し く 、 熱 を 川 す こ と も あ り ま した

が 、'・'1話を く れ る ぺ、 差 し 入 れ を し て くれ る 人、 ノ

私 が初 めて北 海道 に来た のは、

旭川医科大学の受験0)時 で したが、
"初めての北海道

、初めての旭川"

と して 、 いつ も思 い川 され るのは

合格 発 表の時 の ことです.合 格通

知 を受 け、 翌 日す ぐ母 とn:に 、私

千葉で 生

3月 なのに雪が降 り積 もっ

一 トを貸して くれ る 人… .そ こにはいつ も友達のx

え と励 ましがあ りました。

冬にな ると恒例の鍋.夕 方に始ま り、朝まで語 り

明か した こともあ りました.

道 内を旅行 した り、部活 に励んだ りした こともよ

い思 い出です。私 の大学 生括はバスケッ トな しには

語れ ません。練習を重ね ることでバスケッ トの本 当

の楽 しさを知る ことがで きたのは、何物にも代え難

い経験です、,また、亙 いを思いや り尊重 しあうチー

ムワー クを通して築き上げ られた人とのつなが りは、

かけがえのないもの とな っています、,

こうしてふ り返 ってみ ると、本当に充実 した6年

間だ った と感 じます,、

また、1度 人学 した メく学 をや めて受験 しlrl:すこと

を許 してくれ、 ここまで 見守って くれた両親に、心

か ら感謝 しています.陰 で 支えて くれ、学年が進む

ご とに喜んで くれ た視父、亡 き祖母 にも、心か ら感

謝 して います,,そ して、 ここには階ききれ ない多く

の方々の 芝えに、 こo)場 をlllりてお 礼を詫いた いと

思います。 本当にあ りが とうございま した,、
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卒業にあたって

看護学科第3期卒業生 富 樫 弥奈子

看護婦 という夢 を胸に旭川にき

てから、早いもので四年が経った。

この四年間は一年一年が思 い出深

い年月であったが、卒業を迎える

という実感は未だに湧いてこない。

山ほどある思い出が、良い思い出

ば か りとは言えな いが、私 に とって どれ も意 味 の

ある ことばか りであった。

高校時代 までな ん とな く過 ぎて いった学 生時代

とは違 い、 大学時代 は とて も貴重 な時間で あった

と強 く感 じる。 実習 をは じめ、 学 生 とい う立場だ

か らこそ教 わる こ とがで きた こと、悩 む こ とがで

きた ことな ど、失敗や悩 み を じっ くり考 える時間

を得 られ、 た くさんの ことを教わ り、 経験す る こ

とがで きた と思 う。 これ か らは これ らの貴重 な経

験 を元 に、 責任 あ る行 動 を し、 更 に成 長 してい き

た いと思 う。

大学生活において友人の存在は大 きかった。 こ

の四年間を無事終えることができるのは、 いい友

人たちがいたからだ と思う。失敗 した ことや辛く

くじけそ うな時、うまくいかないことがある時、

そ して嬉 しい時、 どんな時でも思わず話 して しま

うのが友人であった。実習の時は辛いこと、悩み

な どを話 し合い、1司じ夢 を目指す仲間として語 り

合った。 どんな時でも私 に対 して しっか り意見を

言って くれ る友人たちの存在があったか らこそ、

私はここまで頑張って くることができたと思って

いる。今に限ったことではないが、いつも自分が

友人を含め色々な人たちに支えられていることを

忘れてはいけないと思っている。そ して、何か し

ら支えて くれている人々に感謝 したい。 これか ら

は離れて しまうことになるが、離れていても友人

たちは私にとって心の支えとなる大切な存在にな

ると思 う。 この四年間で得た多 くの宝物 をこれか

らもずっと大切にしていきたい。

最後に、四年間色々な形でお世話になった諸先

生方、病棟のスタッフの方々、そ してお世話にな

った患者さんにこの場を借 りて感謝の気持ちを述

べたいと思います。本当にありがとうございました。

1
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率秦にあたつギ ー

看護学科第3期卒業生 佐 藤 仁 美

看護婦になるには この先何が待

ち受けているのかわか らないまま

旭川医科大学に入学 して早4年 、

卒業の年となってしまった。この

大学での毎 日は勉強勉強 というよ

りも、人と関わることの難しさや、

人を思いやることの重要さなど人間として基本的

なことを学んだように思 う。学年が進むにつれ専

門科目が多 くな り、テス トやレポー トに追われ、

授業中居眠りしたことも今 となっては懐かしい。

実習では援助の根拠を考えることの大切さや、他

者の前で 自分の考え ・思いを言葉に出 して表現す

ることの難 しさを感 じていた。 自分が悔 しくて泣

いたこともあった し、自分が嫌で投げ出 したい時

もあった。 しかしそんな時にいつも励 ましてくれ

たのは友達や先輩だった。相手の身になって考える、

今までは何のため らいもな く使 っていた言葉だが

本 当にそれを実践するのは難 しいことだ と思う。

周 りの仲間は何気な く側にいていつも支えてくれ

ていた。それが人を支えることの原点なのだと思う。

仲間がいたか ら私は実習を乗 り越えて来れた し、

自分一・人でできることの限界を知れて 自分のため

にもなったと思う。

もう1つ 私にとって大切な居場所であった部活。

楽 しい時間や辛い時間をともにし、お腹を抱えて

笑った り、真剣な相談をした り、私がこの部活で

得たものは大学生活の中で大きな割合を占めてい

るように感 じる。バ トミン トン部の一員で本当に

よかったと思う。

卒業後はともに学んだ仲間達それぞれが各地で

働 くことになるだろうが、この大学で学んだ時間

は決 して無駄 にはな らないと思 う。辛いことに直

面 した時には仲間がいる。仲間に頼ってもいいと

思う。 自分が目指す看護に近づけるようにこれか

らも努力して行きたい。

最後に旭川医科大学で出会った諸先生方、病棟

スタッフの方々、共 に学んだ仲間達、影で支えて

くれた両親へ感謝の気持ちを述べたいと思います。

本当にありがとうございました。

一7一

agxarb3
楕円



國■■■■■■■口■幽一一■■一■塵■一鱒一一 一一・ 一

・,壕{・ 騨 一噂 璽・・ ゆ 堕 一曹 一軸Q畷 価 尊 咳 濤 一りr彦 愈 ㊥ ゆ 灘 噺 σ壕 鳳・骨 ゆ撃 ・・ 一派 一栴 掌 一 り 卿 曹 艦 寧嘘 ・一才 邸 ゆ'嵐 、"7挙 ▼骨 ゆ き ・。 ・応`・,_-D一 喚 一曹 一蜘 り樗 駈 ・㊥ 畷 酔[1一 終 帰 ゆ浄 ▼・戸 承"R'寝 い 。 ゆ旋 噌 噌 妙 り嚇 ㍗ 騨

A
》

@
A
》

u
A
▽
o
A
》

・
命

⑫
A
》

・
A
V
o
命

・
命

o
A
V

・
命

⑲
A
v
。
A
V
o
A
》

。
A
》
む
命

・
倉

愈
A
V

・
A
》

9
命

・
A
V

看護学科第3期 卒業生名簿

名氏

衣

「1.

.r

貴

り

牛

.†

瞳

子

美

香

な

.r

.r

ツr

r

.r

お

都

い

へ
目

衣

矢

芽

舞

貞

万

か

弥

桃

奈

博

友

む

尋

朋

白

由

亜

砥

川

部

斉

島

田

山

原

村

野

市

角

内

川

野

村

地

笠

喜

青

赤

阿

安

飯

池

石

小

奥

小

鍵

,鹿

川

川

河

川

菊

名氏

.ー

恵

子

恵

き

子

子

.r

佳

・r

奈

f

美

代

恵

.r

香

つ

那

穂

美

理

貴

希

日

尚

郁

品

好

な

加

恕

嗣

美

恵

佳

真

仁

山

文

亜

明

多

原

藤

谷

池

保

野

賀

井

卜

本

木

藤

藤

川

山

木

々

け昌

北

「

熊

小

久

今

佐

酒

坂

酒

佐

佐

佐

柴

嶋

鈴

名氏

諭

子

學

保

恵

奈

る

予

紀

「1.

美

樹

子

.ー

恵

希

美

ち

奈

冷

聖

安

美

園

梨

み

靖

真

弥

裕

山

牧

亜

英

裕

木

橋

松

島

田

澤

井

彙

田

樫

山

井

屋

岡

岡

韻

井

鈴

高

高

竹

武

田

近

丁

寺

富

鳥

中

中

西

西

深

藤

受L 名

松 原 綾 占

水 上 恵 美 子

宮 森 明 奈

ヰ寸 井 文 基.1:

村 上 正 和

llll勾1川 奈r

飯 ↑(1山 紀 ヂ

池 山 伴 寿r

石 川 徳r

勲1∫ 山奇 日月)隻

佐 々 木 雅r

中 澤 紘r

畠 山 友 衣

堀 さ お り

宮 谷 内 美 和

山 添fl那

命

n
命

"
命

u命

。
命

。命

噛
命

u命

噛
命

りφ

。
含

o
命

。
命

。命

噛
命

。含

愈
命

6
壱

9
命

口命

#
今

・・-x'F-・レ券 嚇 一嫌いLP噂 … 鱒・・泊 卿 ・無 噂 賦馳 ・・噸艶 斬 畷争^畷$・o一 撫 …'明 酔 伽 魯 ・。・廓 ・伽 曲 ・L,.;'・1艦 物呼献3・ ・'喝$・命'蜘 。畷恥 心'鄙'い 亦 層伽 項`'い 畷ひ栴 魚 一h噸 を樽 畷争 い覇'P'囁 一'1・

1-一 一 一

平成13年 度 博士学位記授与者名簿

名氏

寛

美

彦

博

司

昭

輔

之

浩

徹

博

進

茂

織

信

朗

創

也

章

.

.

茂

雅

基

泰

佳

裕

〔

幹

義

佳

智

.

達

智

栄

修

本

部

木

藤

本

澤

L

田

谷

木

本

湖

内

谷

藤

橋

L

田

崎

藤

沢

を

森

西

佑

進

山

會

水

峯

藤

楢

宮

越

竹

藤

佐

高

水

岩

石

佐

滝

課程 ・論文の別1'≠ 位 記 授1'1幽 月 日1

i論 文 博1 .

論 文1専1.

論 文 博i.

課 程 博 士
1

論 文 博1:

i命 文 博 十

μ蒲 文1専1二1平blこ1311.91」2811:

面蒲 文rI:1平blこ1:3{十 二9112811

論 文 博i.

「論 文r専 」二1'rbl～1'1年3月25口

課 程 博i.

課 程 博 上

課 程 博 十

課 程 博 士

li果程 博 士

課 程 博1.

課 程 博 士

課 程 博L

平成13fi6月29日

平 成13{r6月29F■
1

平 成13年6月29日;1

・i勺丸 ⊥3年9月28日

'1勺,1～13年9月28日;

・1'1,k,13年9月28目

1

平 成13年12月25日

1

言果幸呈r専 一Li斗 ノh1～1・1年:3月25日1

[一 一

平 成14年3月25〕

平 成14年3月25[

平 成14年3月25日

hkl〆1f書一:3月25日1

平 成14年3月25日

平b覧11年31125〕i

平 成14年3月25日 …

平 成14年3月25日I
I

平成 ⊥4年3月25]E

平成14年3月25日 …
1

x

平成13年 度 修士学位記授与者名簿
一 一1

氏 名1

中 澤 貴 代

平 岡 康1仁

P'莞

学 位 記 授 与年 月11

・斗ろbl～14イ1・3月25日

'1`hl～14{4二3月25il

奏



退 官 に あ た っ て

靴 糊.糎 藤 澤 仁

i

昭和48年9月 旭川医科 人学 開学 と同時 に生化学

講座 の担 当を命 じられて28年 間'卜、毎 日が 口々

新 たな感 動 に満 ちた楽 しい研 究生活 を送 らせ て い

た だき ました。 生化学は 医師国家試験 の科[に な

か ったので学生 諸君への講 義 も自由に楽 しく話す

ことが出来た の も幸せで した,し か し定年退官 が

近 づいて きた頃 か らカ リキ ュラム 改変、 大學 独 、星五

法 入化 な どの話 が次 々と出て きて騒 々しくなって

きま した,,社 会にllを 転 じます と、 国外で は米国

や パ レスチナな どでのテ ロ とその復 讐、国 内では

不況、失 業、倒産 な どの 言葉がテ レビや新 聞で[

常 的にな り、構造 改革 を掲げ た 小泉内閣が 国民の

圧倒 的 支持 を得 て登場 して きま した。 これ までの

国債 な どの政府 の借 人金は既 に 目本の国家 予算の

ト年分程の額 とな り、私達 は 口先の利ltを 追 っか

けてその代償 をあ との世 代の 人達 に背負わせ よ う

と して きました。Natureの1月17H,;に 、お腹 を

空 かせた鳩 の実験 が紹 介されて い ますが、鳩 は少

し経 ・ってか ら得 られ る沢 山の餌 よ りも今す ぐに得

らオ1る餌 を硅が 少な くて も選ぶそ うです。 しか し

餌 を得 られ るのが 今す ぐでな く少 し後の こ ととな

ります と、 多少得 られ るのが遅 くなって も餌 の 多

い 方を選ぶ のだそ うです。 私達はar;_n通の動物 でな

くむ しろ 神様 に近 いほど偉 いのだ と云 う 人もい ま

す が、政治 に して も教 育に して も私達のや って き

た ことはお腹 の空 いた鳩 とあ ま り変わ りが ないよ

うな気が します、,そういえば 、私達 はサ ル もチ ン

バン ジ・一も 全身が 壱に覆 われて いるの に私達 には

毛がな くて 見か け上はサ ルの類 とは別の 生き物の

よ うに見え ますが、104個 のア ミ ノ酸 か ら成 る私

達 のチ トクロー一ムCが チ ンパ ンジーのチ トケロー

一9一

ムCと 令く同 じア ミノ酸 配列 を持 って いるの に、

サ ル(リ ー一サ スサ ル)と は ア ミ ノ酸が1個 違 って

いて、 チ ンパ ンジーはサ ルよ りも私達 に近 いとい

うことを四十 年程 も前か ら知 って いま した、 また

最 近Scienceの1月4口 号に私 達の遺 伝rが チ ンバ

ンジーの遺伝子 と1.2%し か違わな いという レポー

トが川て い ま した。 っ ま りヒ トと ヂンバシ ジーは

遺伝的には99%同 じ生物であるということなのです。

人は文 化 を持 ったが故 にサ ルで な く偉 くな って

神様 に近 くな った とうそぶ く人もいますが、政府

の政治改 革や行政 改 革、 大學 の教 育改 革な どの現

状 を見てい ます と、少 し先の ことについて も目の

前にぶ ら下がった餌 しか求めていな いよ うに見え、

お腹 を空 かせた鳩 の ノ∫が 余程L¥,.派なrLき 物のよ う

に 見え ます。 自慢 の高尚 な 文化やx91を もう ・度

見直 して 、私達 は概 ねチ ンパ ンジ ーと同 じよ うな

生 き物な のだ と認 識 してせ めてお腹 を'%L'かせ た鳩

に負 けな い く らいの1トき方を した い ものだ と思 い

ます。

私は本 年3月 末 口で 本学 を定年 退職 し411か ら

滋 賀県 、71成入病セ ンタ・一研 究所 に参 ります。 た学

創設以 来 多数 の方 々にた いへ んお 世話 にな り私 な

りに充実 した研究 生活 を過 ご させて いただ きま し

た こと、 深 く感謝 いた してお ります。厚 く御 礼申

しLげ ます。 これ か らの旭川医 科 大學 は改 革の嵐

に さ らされ、特 に本来 大學の使 命 とも云 うべ き科

学 研究 は苦難 の道 を歩 まねばな らな くなるか も知

れ な い ことを考え ます と心が痛 み ます。 どうか皆

様 ノ∫の ノ」で 口先 の ことに惑わ され ず長期 的な視野

に 、「〆.って 、'〆二派 な 大學改 革、教 育改 革を成 し遂げて

下 さい ますよ う衷心 よ りお願 いいた します。

agxarb3
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就 任 の ご 挨 拶

旭川医科 た学生理学第 講座 高 井 章

昨年10月ll1よ り、黒 島農汎先 生の後任 として

生理学 第 ・講座 を担 当 してお ります。 す でに着任

か ら半年近 く経 ち ます が、 この機 会 をお 借 りして

新任の御挨拶を申 し ヒげ ます。

まず 略歴です が、私 は岐 阜県 の出身 で、 高校 は

県、且五ll皮阜高校、 大学は名古屋大学医学部の卒業です。

大学 人学は1973年(昭 和48年)、 ち ょうど旭川医

大創設 の年 に当た ります。 本学 で御厄 介になる こ

とになった のも何か の御縁か と思 います。

私のLな 研 究 テーマの ・つは、 毛様体 筋収縮 に

関 与す る あ る 種 の 非 選 択 性 陽 イオ ンチ ャ ネ ル

(NSCC)で す,,我 々の眼球 では この平滑 筋の収

縮弛緩 によ り水晶体 の厚み を加減 して焦点 合せ を

します 。L様 体筋 は、 副 交感 神経伝達 物質 アセチ

ルコリンによるム スカ リン様受容体刺激に応 じて、

迅速 に張 力を発生 し(初 期 相)、 安定 に保 つ(保

持相)こ とが 出 来、 それが速 やかな 焦点 合せ と保

持 とを 口∫能 に して い ます。従 来の研究 か ら、 両相

とも細胞内Cバ を調節1*1rと することは確かですが、

その動 員経路は 異な り、初期相では細胞内遊離が、

保持相では細胞外か らの流 入が重要です。 しか し、

後 者の流 人経路 につ いては 従来 令 く不 明で した。

これ に関 し、我 々は 単離筋細 胞 にお け る電気 生埋

学的実験 によ りム スカリン様 受容体 刺激が2種 の

NSCCを 開 くこ とを示 しました,,毛 様 体筋は電 位

依存性Canチ ャ ネルな どを欠 くため、 これ らCaコ+

透 過性 を持 つNSCCがCa"流 人経路 とな る可 能性

が1・分 あ ります。/J、 元来 シ コウ ジ ョウバ工複

眼 の 光 受 容 機 構 の研 究 過 程 で 同 定 され た"・ρ型

NSCCの 類似 体が 、近 年、哺乳 動物で も続 々と発

見され、 そのあ る もの は薬物 受容体経 由の調 節 を

受け るこ とが知 られ て います 。我 々は、{1様 体筋

でのその種の"ア,発現をRTPCR法 で確認 しました。

電 気生理学的 に観察 され るNSCCと"ア)型NSCCと

の関連 に興味が もたれ ます。

もう一 つの研究 対 象は、 プ ロテ インフォ スフ ァ

ターゼ(PP)阻 害作 用を持 つ 天然毒素 です,こ れ

らの物質との付合いは、 ドイツ留学中の1986年 に、

オ カダ酸の 平滑 筋張 わ増強作用 の研究 を始 めた と

き に遡 り ます 。 本 毒 素 は、 ク ロ イソ カ イ メ ン

〃`'〃でイ'`,'it"・'`'`,んθ`'θ'から抽 出 され た ことに因み

命 名 され ま した が、実 はある種 のツ ラン ク トンに

よ り作 られ、それ を捕 食する海綿や 貝類 に蓄積 す

るのです.北 海道は食用貝類の養殖 が盛んですが、

季節 によ り貝が 毒化 し、 いわゆ るキモの 部分を食

べると下痢性中毒を起 こすことは御存知の通 りです.

オ カダ酸 とそ の誘導体 は、その よ うな 貝中毒のL

要な原 因物質で す.各 種 平滑筋へ の張 ノ」増強 作川

につ いては既 に1982年 に報告があ りますが、機序

は不明 の ままで した。 ・般 に'ド滑 筋では、細胞 内

Cバ'濃 度i.昇 によ りCバ 依 存性 ミオ シン軽鎖 キナ

ーセ(MLCK)が 活性 化 され ミオ シン軽鎖が燐 酸

化 されて収縮 が開始 します。逆 に、弛緩 には1'1'に

よ る ミオ シン軽鎖 の脱燐酸 化が必1妥です。 オカ ダ

酸の張 力増強1乍川 は、 当初MLCKの 活留=化を 介す

る もの とP想 さオ1ていま した、,ところが、私 の実

験 では 、大方のr想 に反 し、MLCK活 性化 は 見ら

れず、PP活 性 の強 い抑制が観察 さオ1ました,,さ ら

に精製 酵素 を川 いて調べ る と、 オカダ酸は、 真核

生物の4種 類0)ド 要セ リン/ス レオニンPPの うち、

1型 と2A型 をpMnMの 低濃度で特異的に阻害す

る ことが判明 しました。 今では ド痢性 巾毒作 川 も

PP阻 害 に起 因す る もの とされて いますnそ の後、

ミクロ シスチ ン、 カ リ クリンな ど、 オ カダ酸 とは

構造 が全 く異 なる物 質で、PP阻 害作 川を示す 毒素

が相次 いで 発見 され ました。現 在、 これ らのpP阻

害 剤の 作川機構 が解明 され つつ あ ります。 大腸 菌

で大量 発現 したPPIと カ リク リンとの 媛結LJuuのX線

解 析 を行 い、二次 元的結.,u状 態 を決定 した ことは

最近 の大 きな成 果です。

以Lが 研 究 面を中心 に した 白己紹 介です。 未熟

なが ら教 育 ・研究 に精一一杯努力 しよす ので、御鞭

燵 のほ ど何 卒よろし くお願 い申しあげ ます.

1(1
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医学科第1学 年 林 韻 欣

大学に入ってか らの生活は今ま

で と大きく変わったように思いま

す。

大学に人ると人間関係をはじめ、

世界が広がりました。特に学部が

学部なので、全国各地か ら様 々な

年齢層 の人を初 め として、 様 々な経験 を してき た

人な ど、 当然色 々な人が いて、学ぶ べ き ところも

多 くあ ります。 また、私 の場合、車 を運転 す るよ

うにな って 自分 で行 きた い所で い く事 が でき るよ

うにな り、行動範囲 も広 が りました。

しか し、 一年 も経 とう として いる今、大 学生活

にはす っか り慣れ て しまい、学校 と家 の往 復生活

で は、学校 と家 とい う狭 い枠 の 中で しか 動 いて い

な いとい う窮屈 さを感 じ始 めて い ます。 最近 よ く

思 うのは、例 えばアルバイ トやボ ランティアな ど、

社会 に出て行 う活 動 を今 しな ければ 、 ・生の うち

で医者 という仕事 しか経験 しない事になるかもし

れないということです。何か新しい活動をするこ

とで、人との出会いも増えるし、 自分の視野も広

が り、将来的にも自分のためになると思います。

悪いことでない限 りは、様々な事 に挑戦 してみる

事が必要だと思いました。

しかし、現実には、毎日の講義や実習が忙しく、

本当に行動 し始めようという気が無ければ、 日々

や り過ごしている間にすぐ時間は過ぎてゆきます。

勿論、 うまくや りくりすれば様々な活動も出来な

い事はあ りません。でも実行するには当然多大な

エネルギーを必要 とします。私は何かを始めたい

という気持ちはあるのですが、気がつくと日々の

生活に流されていて、いつの間にか1年 が経 とう

としているといったところです。また、実際に日々

の生活を送 っていると、勉強より他の活動に重点

が置かれている時 もあり、きちんと勉強 しような

どという、初めの志を今一度思い起 こす必要があ

ると感じました。

もうすでに一年が終わろうとしていますが、こ

れから世界を広げて、色々な事を吸収 していきた

いと思います。
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[=塵 振り返って 二」

医学科第1学 年 南 尚 希

去 年の4月 、私 は関西の親元 を

離 れ一 人こ こ旭 川 にや って きた。

入学 式 当 日、 私は念願 の医学部 に

入学 で きた とい う喜び をかみ締 め

な が ら、不安 はあ るものの 「6年

間、 一生懸 命努力 して良 き医師 に

なろう1」 と深 く決意 した。

その日か ら早くも一年が経 とうとしているが、

最近入学当初ほど勉強に対する熱意はなくなって

きたように感 じた。後期か らは医学の専門的な内

容の授業が始ま り、初めのうちはとても新鮮で、
一年生か ら医学部に入った という実感の湧 く授業

を受け られて幸せだと思っていた。 しかし話に聞

いてはいたが、医学の勉強は覚えることが膨大で、

また医学をかじったばか りなので知識 も断片的な

ため授業の内容を理解するのにとて も苦 しんだ。

その結果試験前に理解 もせずにただやみくもに暗

記 をするという勉強のスタイルに嫌気がさしかか

っていたのだ。

ところがつい先日、前期に書いたチュー トリア

ルの レポー トが偶然目に留まった。 「血管系か ら

生体機能を考える」という内容のものであったの

だが、 レポー トには今の私と同様 に理解に苦 しん

でいる様子が表れていた。 しか し、よくよ く見て

み るとその内容は今私が試験に向け勉強している

内容の一部と同じであり、今の私には容易に理解

す ることができた。前期 に理解できなかったこと

が理解できるようになったのだ。 この一年間での

自分の医学知識の成長がHに 見えたようで嬉 しか

った。また知識不足の状態での勉強は理解できず

苦しいけれども、我慢 して知識を増や していくこ

とで必ず理解できるようになるのだと思った。 こ

の姿勢は、生涯、学習を続けなければな らないと

言われる医師 という職業を目指す上で大切な こと

ではないかと思 う。

現在私は試験勉強に追われている。また学年が

進むにつれ学ぶ内容 も膨大 になっていき苦労は絶

えないことと思われる。 しか し入学式の日に自分

自身に誓った 「一生懸命努力 して良き医師 になろ

う!」 という思いを大切にして頑張っていきたい。

一11一
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口1唾亜 コ
看護学科第1学 年 清 永 久 子

強 について いける のか、

で した。 しか し、楽 しい友 人、頼れ る先輩達 に恵

まれ、様 々な不安 は一一気 に解消されて いきました、

部活 動や アルバ イ トを して い く中 で、た く さんの

人とふれ 合い、そ の 入達それ ぞれ の 考え 方、生 き

方にふ れ るにつけ、 色んな ことを 考え させ られ、

白分の視野 も広 が り、良 い勉 強にな って いるよ う

に思 います。机 に向か ってす る勉強 もとて も大切

ですが、将 来人と接す る ことが 重要にな る職 業 に

就 く私 に とって、 ア ルバ イ トや 部括動 といえ ど、

:tfi.ti段 と少 し違 う 「社 会」 に出 る ことで 自分 の身の

入学 してか らも う1年 がた と う

としています。振 り返ってみると、

た くさん色んなことがあ りす ぎて、

時 の過 ぎるのがあ っ という間だ っ

たよ うに思い ます。

初めの ころは、一 人暮 らしや勉

とい った 不安 で い っぱ い

助 け にな って いるよ うな気 が します、,学ぶ ことの

で きる場所 は学校 だ けではな い という ことを改 め

て感 じました、,

また 友達 といて も楽 しいばか りではな く、時 に

自分 を 見つめ直 さな きゃい けな い、 と焦 る ことも

あ ります、 小 中高校 と違 い、皆 同 じ口標 を持 って

この 大学 に来て いるので、 とて も刺激 を受 け るこ

との 多い毎 口です。 また、1司 じH標 を持 って いる

か らか、 ク ラス全体 の雰 囲気 もいいです。1週 間

に及ぶ初 めての実 習の時な ど、辛 い こともた くさ

んあ り、途中で投げ川したくなる事もあ りましたが、

皆 が いたか ら乗 り越 え らオiたよ うに思 います。 友

達 には とて も感謝 して います.友 達 はか けがえの

な い もので す。 これ か らもず っと仲良 く してい き

た いです、,

こ う考え てみ ると、あ っ とい う問の中で も様 々

な こ とを学 んだ1年 で した.こ れか らも学ぶ べ き

ことは 多くあるだ ろ うし、 辛い こと もまだ まだあ

ると思 います。 で も、 口標 に向か う気持 ち と.,.1Y

が いれば 乗 り越 え て、r年 ・.三年 ・11Ll年と1ぽ1張っ

て いきた いです。

1年 を振 り返 って

看護学科第1学 年 横 井 久 美

この1年 を振 り返 って みる と、
'11にあ ・っとい う問の1年 で した、,

は 部活 の勧誘 に圧 倒 され 、新歓 合宿 では 大学のす

ごさとい うもの に驚愕 しま した。 そ して なんだ か

んだで 前期試験。 この試験 には 木当 に泣 きを 見ま

した……。後 期にな ると実 習の オ ンバ レ・一ドで と

て も大変だ った のですが、 今 まで した こ とのな い

ことば か りで とて も興味深 い もので した。 その 巾

で も病棟 実習は最 も特別 です。 初めてな ので患 者

さんの治療 ・処置に直結す ることはあ りませんが、

実際 に病棟 に行 き、患 者 さんに接 した ことは、私

これ を 書いて い る今 口は、実 は

セ ンター 試験 初 日です。 昨年 の今

頃は私 も必死 にな って いたのだ な

あと懐 か しくな りま した、、そ して

何 とか この旭 川医大 に 合格 し、 も

うす ぐ1年 が経 とうとしています。

月並み ですが 本

4月 の入学式 で

に とって 大 きな経験 とな りま した、、そ して この経

験 は、 これか ら看護 の道 を進 んで い くLで たきな

Kえ にな ると思 います。

もうす ぐ27に な りますが、1年 牛 とは違 一,

て講義 もよ り専門的 にな って くるだ ろ うし、 部活

では行 事のセ ッテ でングを 黛て しな けれ ばな りま

せ ん。だ か ら この忙 しかった1年 よ りもさらに忙

しくなると思 います。でも同時にJ目 であるため、

1年 目で はわか らなか った システムがわ か り、1

年 口よ りも充実 した 生活 が送れ る と思 います、,そ

の経 験 を牛か して、勉強 に、 部活 に、 バ でトに励

みた いと思 って います。

私の 大学 生活 は残 り3年 間です。3年 間 と考え

る と長 いよ うな気 も しますが、 きっ とあ一Jという

間 に1年 が過 ぎた よ うに過 ぎ去 って しま うと思 い

ます、,その短 い3年 間 をどのよ うな もの にするか

は 白分次第です.だ か ら後になって後悔 しないよう、

む しろ充実 していた と思 いなが ら卒業できるよ う、

努 ノJしなが ら生活 していきたいと思 って います,,

i
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民 谷 健太郎

私たち新入生歓迎実行委員会は、新入生が早く

学校生活に慣れてもらえるよう、様々な活動を行

っています。それ らの活動の中で最大のイベ ン ト

が 「新歓合宿」です。

新歓合宿は入学式翌 日の4月6日 、7日 に時屋

亭とい う旅館で行われます。 この合宿の 目的は新

入生同志の親睦を深めることにあ ります。内容は

部活動の紹介や学校見学、時屋亭での歓迎会など

盛 りだ くさんです。特に大学生活を左右す る部活

動を選ぶ上で新歓合宿が重要になってきます。な

ぜなら、様々な部の先輩と直に接することができ

るか らです。

また、この合宿には毎年、新入生のほぼ全 員が

参加するので同級生の友達がたくさんできます。

友達ができるのだろうかとい う心配もす ぐに吹き

飛んでいきます。

最後 に、宿泊場所の時屋亭は心地良い大浴場が

あります。お風呂道具のご用意 を。では新歓委員
一同、新入生のみなさんの御参加 を心よ りお待ち

しています。

学生団体の設立 ・継続届について

平成14年 度 にお いて、 団体活 動 を継統 しよ うとす る学

生団体 また は新 しい団体 を設 立す る予定 の学 生は 、4月

26日(金)ま で に設 立届 また は継続 届 を学生 課 に提出 し

て くだ さい。

なお、 継続 届 の提 出 がな い学 生団体 は、解 散 した もの

と して取 り扱 い ます の で注意 して くだ さい。

(学生課)

学生教育研究災害傷害保険の加入について

本学 は、学 生 の正課 中 ・課外活 動 中 ・通学 巾 及び 大学

の授 業等、学 校行 事 又は課 外活動 で施 設問移 動 中 にお け

る災害事 故 補償 のた めに 『学生教 育研 究災害 傷害 保険』

の賛助 会 員大学 とな り ド記 の とお り加 人受 付事務 等 を行

ってお ります。 本保険 は、学 生 の相 配共済 を基 本 と して

運営 されて お り、学 生牛活 中の万 ・の場合 に備 え.全 員

加人 の方針 を とってお ります。

加 人を希 望す る学 生は学 生課 専門職 員(厚 生担"S)に

申 し込 んで くだ さい。

記

1.受 付期 間 自平成14年4月1日(月)

至 平成14年4月26日(金)

受 付窓 口 学 生課 専門職 員(厚 生 担 当)

平成14年 度

日本育英会奨学生の募集について

日本育英会は、優秀な学生で経済的理由のた

め就学困難な者に学資を貸与しています。

本学では、 日本育英会からの推薦依頼に基づ

き、出願者の種々の条件を考慮 して選考を行い、

日本育英会へ推薦 します。

ただし、日本育英会では奨学金貸 与の種別 ご

とに推薦基準が定められており、その資格があ

っても採用枠の関係で推薦できない場合があり

ます。

奨学生募集要項を、4月 上旬に公用掲示板 に

掲示しますので、貸与を希望する学生は、提出

期限までに所定の書類を学生課専門職員(厚 生

担当)に 提出して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変によ り、

学資の支弁に困難な事情が生じた場合は、専門

職員(厚 生担当)に 相談してください。

======τ====コi

1

前

・

平成14年度前期分授業料免除及び延納 ・分納

を希望する学生で、免除基準のいずれかに該当

すると思われる者は、学生課専門職員(厚 生担

当)か ら必要書類を受け取 り、申請期間内に提

出してください。

免除基準の概要はつぎのとお りです。

*経 済的理由で授業料納入が困難であり、かつ、

学力優秀 と認められる場合

*授 業料納期前6か 月以内において学資負担者

が死亡、又は本人もしくは学資負担者が風水害

等の災害を受け、授業料納付が著 しく困難であ

ると認められる場合

なお、免除基準及び申請期間については、公

用掲示板に詳 しく掲示してありますのでご覧く

ださい。

また、不明な点は、専門職員(厚 生担当)に

問い合わせ願います。

一1s一 一
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30日 看護婦国家試験 合格発表

(本学 合格 者59名 、 合格率100%)

保健婦国家試験 合格発表

(小こ学r↑牟各者69Y.、 合す各ン率97.2%)

助1%婦 国家試験 合格発 表

(ノトこ学 合率各者7名 、 合格率87.5%)

i4月 」

6日 平成13年 度人学式

医学科新人生95名

看護学科新入生60名

看護学科第3年 次編入学生10名

}
ll、 、

の

入 学 式

9日 前期授 業開始

15～16日 看護学,科新人牛合宿研修

(於""III白 金観 光ホテル)

年 の

瓢9

看護学科新入生研修(班 別討議)

22～23日 医学科 新入生合宿研 修

(於 人VIII白 金観 光ホテル)

訓

26日

医 学 科 新 入 生 研修(救 急法)

医 師 国 家 試 験 発 表

(本"}を合b看各者112タr、 合し十各率92.6%)

11

あ ゆ み

ロ 　

i6月 …

15～17日 第27h!医 人こ祭

医科 フェスタ2001

29日 博十学位記授 与式

博i:学 位記被授与 者:i名

17万]

6～9日 第48会 北 海 道 地 区 大 学 体 育 大 会

当 番 大 学:北 海 道 教 育 大 学

本 学 参 加 種[:陸L競 技(男 女)、 準

硬 式 野 球 、 ソ フ ト テ ニ ス(男

女)、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル(男

女)、 ノ{レ ・一ガミ・一 ル(男 女)、

サ ッ カ ー 、 卓 球(男)、 バ ド ミ

ン トン(男 女)、 剣 道(男 女)、

ノ、ン ドホ ー一ノレ、rjj並(男 女)

成 績:準 優 勝 、 ソ フ トテ ニ ス(女)、

ノ〈ド ミ 〉 トン(女)

第 ξ3イ、去、1`を1=豪莞fu(女)、 ～{軽{II⊥!

式 野 球 、 卓 球(男)、

剣 道(女)

糸念r†111こ糸責:ソ3」 孔7fウ:、 女r3イ 、ア

13日 合 唱 部 サ マ ・一コ ンサ ー ト(附 属 病 院)

7月25日

～8月13日

合 唱 部 サ マ ー コ ンサ ー ト

第44回 束H本 医 科 学 生 総 合体 育 大 会

(夏 季部 門)

主 管 代 表 大 学:防 衛1矢 科 大学 校

本 学 参 加 種 目:陸 上 競 技(男 女 〉 、 準

硬 式 野 球 、 テ ニ ス(男 女)、 ソ

フ トテ ニ ス(男 女)、 卓 球(男

女)、 バ レ ー ポ ・一ル(男 女)、

バ ド ミ ン ト ン(男 女)、 サ ・ソカ

ー 、 バ ス ケ ッ トボ ー ル(男 女)、

柔 道 、 剣 道 、 空f(男)、 水 泳

(男 女)、 ハ ン ドポ ー ル 、 ゴ ル

フ(男 女)、 ラ ゲ ビー

月気糸責:虐憂h券、 ノてド ミ ン トン(女)

準 正≦き勝 、 ゴ ノレ←ノ(女)

第3位 、 剣 道(女)

1
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26日'1乙 成13年 度 医学科 第2年 次 後期編 人学 者

選 抜試験

[咀
1日 平成13年 度 医学科第2年 次 後期編 人学 者

」巽重友言式験 合†各者L発表

17日 外国 人留学生 夏季オ リエ ンテー シ ョン

0隻深 町 ふれあ い牧場他)

参加者 留学生5名 、留学生家族6名

　珊 騨 臨一 」 雛縫

賄叢
譜

留 学 生 夏季 オ リエ ンテ ー シ ョン

X11月1

5日 本学記念 日

7日

公 開 講 座

「9月1

5日 体育 大会(学 生iゴ崔)

総r↑1位 医学科2年 、医学科3年(同 率)

26日i一 成13年 度解剖体慰霊式

黛

慧 ・ ●0"'凸嚢 欝1、
欝欝縣

悪

鞠

講
・
瀞
㍉紺

平成is年 度 人学院修1:課 程看護学 専攻 人

学者選抜試験合格者発表

25日 平成14年 度推薦入学者選抜試験

12

25日 博1.学位記授 与式

博⊥学位記被授与者 】名

L1月 」

5日 平成14年 度看護学 科招薦 入学 昔選 抜百式験 合

格者 発表

19～20日 ¶Z成14年 度 大学 人'f.者選抜 ノく学 人試

セ ンター一試験

21日{<成14丁 度 人学院 修十課 程外国 人留学 牛人

学者選抜試験

解剖体慰霊式

28日 博,.,,:'」位記授与式

博L学 位記被授 与一者5名

28日'ド 成14年 度 看護学 科第3年 次編 人学者 選

抜試験

116月1

1日'r成13年 度医学科 第2年 次 後期編 人学 生

人学式

1日 平成13年 度公開講座
～22日 「環境 と健康」

10日 平成14年 度看護学科 第3年 次編 人学者選

手友轟式験 合ネ各者発表

13～14日 平成14年 度AO人 試

24日 平成14年IAA(_)人 試 合格 者発表

27日'F成14年 度 大学院修L課 程看護 学 専攻 入

学 者選 抜試験

29日 平成13年 度 公開講座

～11月15日 老年医学の最前線パー トH-

「か らだ」 と 「ね む の」 の医学

'2月i

2～3日 外国 人留学 生冬季 オ リエ ンテー ション

(大雪 肯年 の家)

参加 者 留学 生8名 、留学生家族7名

6日 藤澤 仁教授 最終講義

15日 平成14年 度大学院 博 七課程 入学 者選抜試験

25日 平成14年 度第2次 試験(前 期 目程)

27日'['成1・1年 度大学 院1専i課 程 入学 者選 抜試験

合格 者発表

雁肩]

4日 外国 人留学 生との懇談 会及ひ 交流会

6日 平成14イ1度 第2次 試験(前 期 日程)

合格者 発表

12日 平成14年 度第2次 試験(後 期lI程)

22日 平成14年 度第2次 試験(後 期 日程)

合格者 発表

25日'r成13'fi度 学L学 位記授5式

学1.学 位記被授 与者164名

(医学科97名 、看護学科67名)

25日 博十 ・修士学位記授 与式

博十学位記被授与者12名

修ll学 位記被授 与者2名
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雁 瀦 さんとクリスマスコンサー ト

「 趨 瓢 ,.

i轡
n～鳶

櫛孟
日頃 の 練 習 成 果 を 発 表 す る と と も に 、 入 院 牛 活 をお くっ て い る 患 者 さん に ク リ スマ スの 雰 囲 気 を 味わ っ て

も らお うと、 こ0)llr期 に毎 年 企 画 され て い ます1,

㌻

砂
㌔、㌧

/}年 は
、 午 後3時 か ら'「後5時 の時 闇帯 で3日 間 にわ た り、121121日 にr↑唱 部 、22日 にブ ラ ス ア ンサ ンブ

/1.,23日 に は ギ ター 部 と;iつ の 部 の リ レ・一とな り、サ シ タ ク ロー スの 登場 や フ レービン トが 配 ら引 る な とバ ラ

エ テr-一 に富 み 、 病 院 の 中 で の ク リ スマ ス とな られ る 患 者 さん 達 も 大変 出:んでお られ ま しだ,(学 生課)

聾 鋒 '

,縣P

「雷学生冬季交流事業実施される
」

'1え成13年 度 外 国 《、留 学 生 冬季 交流 事 業が 、2月

2日(L)・3日qDの2日 問 に わ た り、美瑛 町 白 金

の 「国 、り く雪 青 年 の 家」にお い て 実 施 され ま した、

この 事 業 は 、北 海 道 の 冬の1,ホ ー ツ,ス キ ー を通

して 雪や 寒 さの 中で0)楽 し みを知 って も ら うと 兵に、

留 学 生 同Lの 交流 やli'年 の 家1を 利 川 す る 研 修 生

の 入達 との ふ れ あ い を[的 に 、今年 で2回 」1の実 施

と な り ま した。在 籍 留 学 生11人 中8八 と、そ の家 族

7入 、指 導 教 官1入 及 び 学 生 課職 員2人 の 計18ノ ＼が

hllしま した。

初 め て の 八に、ベ テ ラ ンの 入が 丁 を さ しの べ る な

ど、助 けnい とt+:に スキ ー の 楽 しさ を覚 え ま した.

また 、夜 の 交流 会 で は スキ ー と助 け 合 いか ら和 や

か な 雰 囲 気 が続 き、有 意 義 な 留 学 生活 を お くオ1るよ

う情 報 交換 、意 見交換 が 活 発 にflわ オぽ した,,

(学 牛課)
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r;米国医学教育に関する特別議 」の開催

平成14年2114L](J//σ)午 後1時20分 か ら臨 床 第3講 義 室 にお い て 、 ア メリ カ、 ベ ン シル ベ ニ ア州 、圏1:

大学 医学 部 ハ ー シー 校4年H(白 由 選択 研 修)学 牛AntiA.Hatta氏 を 講 師 と して 、 「米 国 医 学 生 か らみ

た 米国 に お け る医 学 教iilと 題 して 、学 生、 同窓 会 会 員、 教 職 員 を対 象 に特 別 講 義 が 行 わ れ ま した1,

(1:tti`:旭 川 医科 大学 、 旭 川 医 科 大学 医学 部i矢学 科 同窓 会)

に こや かな 笑顔 で ス ラ で ドを 示 しなが ら、 分か りゃ す い 英語 で お 話 し くだ さい ま した 。

熱心 に 犬モ を と る学 生 も1/Lられ、 講 義 後 に は学 生か ら多数 の 質 問 が 寄 せ られ ま した.

(学 生課)

縣
ー

煮

i

研 究 室 紹 介

臨床検査医学講座 助手 河 端 薫 雄

臨床検 査医学1;FI.ｵは創 、1ノ:以来14年 目を迎 え ま した.

牧 野 幹 男教 授 、池 川 久 實 教 授 を 引 き継 が 才!:3代 目 と

な る伊 藤 再久 教授 が 自治 医 科 た学 か ら赴 任 され 、「研

/L・教 育 、検 査診 療 を バ ラ ン スよ く、全て にベ ス トを」

の モ ッ トー の も とで,新 た な ス ター トが 切 られ て1'

度2年 目 にな り ます1、

伊 藤 教 授 が1司定 した プ ロ テ でン1を 講 座 の研 究

テ ー マ に据 え て、教 室1鳶体 で こ の蛋 白 の構 造 ・機 能 、

病 態 解 析 を 中心 に取 りgin.んで い ます。プ ロ テ イン1

(CC10と 同 ・)は肺 細 胞 、前 、暉/:腺ヒ皮 、r宮 内膜 等

で 産 出 され る 外 分 泌性 の 低 分j-i'ン パ クで 、自然 免

疫(ilmateimmune)1(.)gy)に 関 与 す る と考 え られ て

お り、十樹 軸llは[nL/j・板 の シ ゲナ ル伝 達 に 対す る 影響

効 果をテ ー一マに 、河端 は 構造 遺 伝 子のSNPs(sillgle

Imcle(,lidepolymorphiSm)を 検 索 し、転 写 ・分 泌

等 に 対す るSNPsの 影響 効 果の解 明 を進 め て い ま

す。他 メ(学と0瑛Ilrl研 究 も さ らに拡 が り、IgA腎 症 、

サ ル コ で ドー シ ス に お け る 臨 床 的 意 義 が 明 らか に

鷺 去簿 轡
、瓢 諦

一 入一 人 が 心 と 力

を 労 し な が ら 、

Palielll-oriellt(・d

ぴ)臨 床 検 査 の 未 来 ら

を 開 く 毎 日 が 続 い 、

て い ま す 。 ・

な っ て き ま した 。コ ア ー カ リキ ュ ラム の 登 場 、卒 後

研 修 の シ ス テ ム が 整備 され る な ど新 た な 教 育研 修

シ ステ ム が 誕 生 し、検 査 医 学 の 教 育 も さ らに 充実 が

求 め られ て お り、新 しい教 育手 法 や 実 践 の 医療 にlrl:

結 す る検 査法 を積 極 的 に 取 り 人れ 、時 代 の 要1清に も

対応 で き る よ う 務 め て い ます.幸 村 助rは 検 査教 育

の 要 と して 、きめ 細 か に オ スキ ー 、チ ュ ー トリア ル、

臨 床 実 習 をお こな い、好 評 を得 て い ます 。また 、検 査

部 との 協 〃で 国 際 、国 内 標 準 化 活 動 の ・環 と して 、

国 際 標 準 品 の 作 製 、外 部 精 度 管 理 調 査活i創1の充実 な

ど 幅広 く検 査 診 療 を展 開 して、地 域 医 療 に結 び つ く

髄 の独雌 が生Ha訟 珊 脇/編一

11
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卦 報 」
本 学 附 属動 物 実 験 施 設 講

師 田 中 宏 氏(59歳)に は 、

平 ル1～13年12月29](-L)

午 前4時30分 、急 性 心 不 令

に よ りご 逝去 され ま した、、

「」J氏}ま「1召利150イ1・10月l

llに 動 物 実 験 施 設 の助 手 と し て任 川 され 、 当時

国 立 大学 と して は イく利 な 最 北 端 の 地 に あ って 近

代 的 な 動 物 実 験 施 設 の 創 設 に 従 寧 され ま した 。

そ の 後 も歴 代 の 施 設 長 を 支 え、 実 験 動 物 飼 育管

理 環 境 の 整 備 、 技 術 茜や 学 生 の 教 育 、 実 験 実 施

κへ の 情 報 提 供 に 傾 注 さfit.動 物 実 験 を 介 した

医 学 研 究 の 場 の構 築 に 多 大な 尽 ノ1をされ て 来 ら

れ ま した 。

こ こ に謹 ん で 爽悼 の 意 を 表 しま す.

「

L」教百卿
転 川Ill3.⊥2.1

冒 任 〃

''

採 用

''

辞 職

復

採

辞

''

''

職

用

職

昇 任

''

''

〃

1113.1?.3!

〃

Ill4,1.1

〃

HIX1.1.31

1114.2.28

11!1.3.1

整形外科

法医学

耳鼻咽ll侯不十

第二内科

整形外科

皮膚科

脳神経外科

皮膚科

放射線科

微牛物学

皮膚科

上}鼻1咽叶夷不斗

講師

助教授

師

丁

手

「

「

r

T

手

丁

師

講

助

助

助

助

助

助

助

助

講

武口」 直樹

清水 惑予

林 達哉

斉藤 裕樹

芋西 正

伊藤 康裕

1畳ド田 克成

木ノ内基史

中島 香織

錫谷 達夫

中根 宏

今川11稲

◎

電

忽 輿
解剖学第 ・教授

吉 山 成 孝

学ぶ ということ

itし てほぼ1年 が たち、 いろいろ と勉 強 させ

て頂 いた。特 に、教 え、学ぶ ということにつ いて

考え させ られた1年 で あったよ うに思 う。 セに担

当 して いる系統解 剖学 で特に感 じた のは、 私が学

生時代の頃 との相違 である。 その ころは教 授や助

教授の 先生はとてつ もな く偉 いと思 っていたので

気軽に質岡をするなどとはとても考えられなかった。

助rの 先生で さえ、 目が 合うと1こ れ は何だ」 な

どと訊かれ しどろ もどろ に しか答 え らオ[ない とい

った 目に遭 うのが常 であ った。そ こでなるべ く目

が 合わぬ ように とにか く ドを向 いて 手を動 か して

いた ものだ。 今考えれ ば、そ の時 の先生方 もいろ

い ろ訊かれた りす るのが嫌で先制攻撃 を仕 掛けて

いた のではな いかな と も思 う。 しか し、 今の学生

15

は違 う,,そ れ こそ辞書代わ りに何でも訊いて くる。

実習室 に概いてあ る教科 書を 寸 見オiばす ぐにわ

か ることで も"立 って いるものは ・・で も使え"

とばか りに訊いて くる。常 々、1積 極 的に どんな

つ ま らなそ うな ことで も質問す るよ うに」 といっ

て いる 丁前、1"∫で も答 えるよ うにつ とめる、,そう

して、学生は観察している神経や血管などを"同 定"

して一一応納 得す る。そんな 巾で 考えた ことが"理

解す る"と は何であ るか とい うことである。 解剖

学 とは と もか く暗記す るもの とされ て きてお り、

学生を呂:しめ続けてきた、、骨の名前や筋の名前等 々

をひたす ら機械 的 に覚 え、試験が終 わる とす ぐに

忘れ るといった所が普通で あろ う。 しか し、fi';

は 自分 の巾に 人体の構造、更 にはそ の機能 の でメ

・一ジを作るということが解剖学の本分であると思 う、,

他の学 問で もそ うであ ろうが、理解 する と言うこ

とは何 らかの イ メー一ジが 白分の頭 にできて、医学

の場 合はそれ を もとに臨床 に、 また、時 によ って

は試験 にその イメー ジを生か してい くとい うこと

なので はないか と思 う。そ のためには どう教えて

いけば いいのか、それ を今思案中である、


